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午前・午後  ８時 ４５ 分 

東郷町議会議長 井俣 憲治 殿 

                       東郷町議会議員 

                       議席番号 6 番    氏名   いしい ゆみ   ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について質問し

たいので通告します。  

記  

                                            №  4 － 1  

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

 １  自治基本条例

について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２東郷町避難所

運 営 マ ニ ュ ア

ルについて  

 

 

６月の議会では、町長は、私の一般質問に

自治基本条例を引用して答えて頂きました。

平成２６年から制定されているが、なかなか

浸透していないのが現状である。もっと活用

し、まちづくりの中で、この条例を育てる努

力が必要だと考える。  

 

⑴  この条例の誕生した経緯はいかがか。  

⑵  参加者は、どのようであったか。  

⑶  条例作成において、なぜ議会の参加が   

なかったか。必要性はなかったのか。  

⑷  この条例は、まちづくりの中での位置  

づけは、どう考えるか。（第３条）  

⑸  現状は、どのように活用されているの  

か。  

⑹  今後、課題や方向性は、どのように考   

えていくのか。  

⑺  第１７条の検証及び見直しは、５年を   

超えない期間に検証及び見直しをするの  

か。  

 

東郷町避難所運営マニュアルが、完成した。 

本編及び様式集、資料集、リーフレット集、  

避難所運営委員会及び各運営班の業務の５種

類の冊子から構成され、理解しやすくわかり

やすい。災害時には、十分に活用するための

日頃の地域の皆さんの周知が必要と考える。  

いざとなった時、効率よく素早い対応ができ

る為にどう工夫し広げていくのか、計画を知

りたい。  

⑴  運営委員の中には、一年ずつ交代して  

いく委員もある。例えば、新しい組長と  

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  
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３  放課後障害

児 デ イ サ ー ビ

ス や 高 齢 者 の

デ イ サ ー ビ ス

な ど の 災 害 対

策 に つ い て う

かがう  

 

 

 

 

 

 

 

４  未成年者の

性教育の実態  

についてどう  

か、伺いたい  

 

前の組長とペアになり、スライドする方法

等の工夫が必要と考えるがどうか。  

⑵  このマニュアルの冒頭に「災害時に読む」      

と書かれているが、それでは遅いのでは

ないか。それぞれの自治会ごとの説明を

毎年されるのか。  

⑶  地域によって必要な備品などが異な

るので助成金を支払う予定があるのか。  

⑷  地域の民生委員は、地域の情報をたく

さんもっている。災害時には、とても大

切な存在であるが高齢化もある。どのよ

うに参加してもらうのか。どんな工夫を

したらよいのか。  

⑸  障がい者に災害時の避難所などの対

策やアンケートなどを行っているが、そ

の結果は、どうなっているのか。また、

どのように活かしていくのか。  

 

近年、特にゲリラ豪雨など予期せぬ災害が

起こるようになった。民間の事業所も増えて

いる。東郷町の災害時の対応など分らないま

ま事業所を運営されているケースもある。特

に送迎時の豪雨になった場合、次のようなゲ

リラ豪雨などの災害時の手引きが必要と考え

る。  

⑴  家族との受け渡しについて  

⑵  施設での待機の場合の飲料水の確保や  

食べ物、着替えなど利用者に合った対策  

など。  

⑶  避難所になるかもしれない自治会との  

マニュアル。  

 

東郷町には産婦人科がない。今年に入り未

成年者が妊娠し、誰にも相談できず出産し、

赤ちゃんは死亡。どうして良いのかわからず

に警察に行った事例があった。日本は少子高

齢化と言われる中、大切な命や女の子の一生

が台無しになってしまったというケースの報

道があった。気軽に相談できる窓口や育てら

れなくても大切な命を乳児院や里親制度や赤

ちゃんポストなど大切な命を育てていく方法

はあると考えられる。まずは東郷町の実態が

どのようか知りたい。  

⑴  東郷町の性教育は、どの学年から始ま  

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

教育長  

担当部長  
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５ セントラル開  

発 と 道 の 駅 に

ついて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  道の駅 検討

委 員 会 を 傍 聴

して  

 

りどのような内容で子ども達に教えるの  

か。反応は、どうか。  

⑵  男の子に対しての配慮はどのようか。  

⑶  女の子に対しての配慮はどのように工  

夫しているか。何歳からか。  

⑷  避妊や感染症についてはいかがか。  

⑸  生命の誕生の教育は、いつからどん   

な工夫がされているか。  

⑹  未成年者の中絶や相談の実態は、把握  

しているのか。  

⑺  性教育の後、家庭でも話し合うなどの  

各家庭での反応は、あるのか。  

 

住民の皆さんや近隣の市町から大きな注目

と心配と懸念がある。住民の中には、ららぽ

ーとやセントラル開発、道の駅を両輪で完成

させることに疑問を持つ住民も多い。「どうし

て両輪でやらなければならないのか。」その必

要性とまちづくりとの関係や住民に対して分

りづらい。住民は、納税者であるが、財源の

話や完成しても維持管理費などかかることが

予測されるが、そのところが丁寧に住民に説

明、理解されていないと考える。  

 

⑴  セントラル開発の自主財源と助成金の  

内訳を完成までの年ごとに教えてほし  

い。  

⑵  同じく道の駅にかかる費用と内訳  

⑶  東郷町道の駅構想事業の候補地の地元  

説明会の参加状況と出された意見につい  

て、回答があれば、その答えもどうであ  

ったか説明下さい。  

⑷  両輪の必要性と意味  

⑸  納税者への見えるかについて町は、十  

分と考えるか。  

 

⑴  道の駅検討委員会を傍聴して  

①  委員会から「道の駅ありきでは、困  

ります」と言う意見が出された。その  

ことをどう受け止めているのか。  

②  コンサル会社の役割とコンサル側に  

支払う額は適正か、その理由と、なぜ  

このコンサルを引き続き選んだのか。  

③  当初、道の駅は、まちづくりとして  

いたと考えるがそこは、ぶれていない  

のか。  

 

町長  

教育長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  
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７ 災害拠点とし  

てのゴルフ場の  

利用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  道の駅は、まちづくりとしての役割  

と住民参加の必要性は、如何に考えてい  

るのか。  

⑤  住民への理解と知らせる方法は、充  

分か。道の駅では、1000 人アンケート   

及びパブリックコメントを行った。  

住民に理解してもらうためには、こ

の結果では、住民は満足して受け入れ

ているとは考えられない。そこで次の

ような方法がある。いくつもの方法を

複数行うことも大切だと考えるがどう

か。  

 

・附属機関などへ  

・ワークショップ  

・意向調査  

・意見交換、公聴会  

・説明会及び出前講座  

・縦覧、ホームページなどがある。  

 

⑵  民間連携事業の公募状況は、いかがか。 

  ①  何件の応募があったか  

  ②  応募傾向は、どうか。  

 

ゴルフ場へ自治体がすすめる避難プランについて 

東日本震災からゴルフ場への避難拠点が、注目され

ている。ゴルフ場には、多くの人が避難できる敷地が

ある。また、自家発電の施設がある場合もある。クラ

ブハウスでは、食事やふろの提供も可能。駐車上は、

ヘリポートとしても利用することができる。 

１５３号線は、第一次優先道路として自衛隊の通路

の位置付けがある。 

この道路は、豊田市、みよし市方面から名古屋方面

へ出勤や学生の通学に使われる。名古屋方面の災害時

では、大勢の人々が１５３号線を利用して帰宅する可

能性もある。その際、１５３号線付近の近隣の市町は、

大勢の人々の流入で治安は悪くなると考えられる。外

部からの人々の一時避難所としてゴルフ場との協定

は、東郷町、日進市、みよし市などは有効と考える。 

既存にあるものの利用は、大切であると考えるがい

かがか。 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 


